




今後のまちづくりに向けた主な整備事業
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学びの多様化学校の
新設

子どもの学習環境の充実 (体育館空調、トイレ洋式化、エレベーター、夜間照明)

(仮称)武庫川周辺
阪急新駅の整備 

3

西武庫公園の
リニューアル 1

阪急塚口駅の
駅前整備 

7

新図書館などの
整備5

元浜緑地の施設などの
整備 15 16 記念公園の

リニューアル17 旧尼崎紡績本社
事務所の整備18

総合老人福祉センター
の移転建て替え 9

下坂部小学校の
建て替え 13

阪急園田駅の駅前整備6

園田西武庫線の整備4

令和8年3月20日開通

芦原公園の
リニューアル10

西・東消防署の
移転建て替え14

来庁時に迷わない「手続ナビ」の導入
●市民が来庁時に必要な手続き・持ち物
などを効率的に調べられるサービスを
導入

乳幼児予防接種デジタル予診票の導入
●電子母子手帳アプリ「あまっこすくすくアプリ」（　1017861）
を利用し、予防接種情報の管理や予診票の記入機能を導入

市民の利便性や満足度を高める
共創ＤＸの推進

農業公園の
リニューアル2

令和8年度完成

令和8年完成

児童相談所の新設 8

令和8年4月1日開設

令和８年4月1日開校

南の口公園の
リニューアル

11

令和8年5月完成

阪神大物駅
周辺の整備

12

令和8年4月完成

5 POINT

保護者連絡手段のデジタル化
●公立保育所・幼稚園と小・中学校における保護者との連
絡アプリを導入

●欠席連絡や配布物をオンライン化

保育施設利用に関する
オンライン相談の実施

●窓口と同等の入所相談をワンクリックで実施

5 市報あまがさき 令和8（2026）年３月号
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切れ目のない物価高騰対策などを実施
令和８（2026）年度も引き続き

本市では、食料品などの物価高騰に直面する皆さんを支援するため、これまでにさまざまな支援を実施してきました。令和
８年度も引き続き、市民・事業者の皆さんの負担を軽減し、切れ目のない迅速な物価高騰対策を実施します。なお、ここで
紹介する内容は、現在開会中の市議会定例会で審議されています（お米券と省力化・生産性向上設備導入支援補助は 12月
議会で審議を終えています）。■問政策推進課☎6489ー6124 ■FAX 6489ー6793

食料品などの物価高騰に直面する市民の皆さんを支
援するため、スーパーやドラッグストアなどで使用で
きるお米券を配布しています。
店舗により異なりますが、米以外にも使える店舗が
多数あります。購入できる商品などの詳細は、お米券
に同封のチラシやホームページをご確認くださ
い。

1世帯当たり

2200円分のおこめ券を配布
令和７年 9 月から配布し、すべて終了

3080円分の
おこめギフト券を配布

1人当たり

令和８年２月から順次配布中

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

１ポイント１円として市内の加盟店（約1500店舗）
で使えるあま咲きコインのお得なキャンペーンを実
施し、地域経済の活性化を促進します。

プレミアムキャンペーンで最大 2 万円お得！
アプリのダウンロードはこちらから

iPhone Android

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

市民・事業者を対象に、６月か７月
検針分について水道料金の基本料金と
下水道使用料の基本使用料を全額減免
します。減免額は、水道メーターの口
径の大きさによります。
なお、手続きは不要です。

基本料金

基本使用料

従量使用料
※

減免前

従量料金
※

減免後

基本料金

基本使用料

従量使用料
※

従量料金
※水

道

下
水
道

一般家庭の場合
（水道メーターの口径 20mm 以下）

2カ月で

2417円

※使用量に応じて支払うもの

食材費の高騰が続く中にあっても、これまで通りの
栄養バランスがとれた給食を実施するため、小・中学
校などの給食費のうち、物価高騰分の費用を公費で負
担してきました。

さらに令和８年度からは、小学校の給食費を全額補
助するとともに、中学校の給食費の半額を補助し、保
護者の負担を軽減します。
なお、手続きは不要です。

（月額 3000 円）（月額 5200 円）

令和8年度令和7年度

181円

（月額 5200 円）
312円 0円291円

337円

256円

310円

小学校

中学校

1食当たり

（月額 4300 円）

物価高騰分を
含めて

（月額 6100 円）
362円

物価高騰分を
含めて

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

中小企業者の資金繰りをスムーズにし経営リスクを
減らすために、兵庫県中小企業融資制度の協調支援
型特別貸付の信用保証料の一部を補助します。

市内の社会福祉施設や教育・保育施設などを対象
に、利用者に安定的なサービスを提供するための支
援金を給付します。

製造業や飲食・サービス業、建設業、運送業な
どの中小企業者の売り上げの拡大や生産性の向上
を後押しするために、省力化や生産性向上のため
の設備などを導入する経費の一部を補助します。

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

製造業の場合

200万円

非製造業の場合

100万円

全業種（要件あり）

500万円
※いずれも上限額

物価高騰分を
含めて

物価高騰分を
含めて

第

1弾
第

弾2

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

減免
全額

補助
35円

物価高騰分

補助
27円
物価高騰分

第

1弾
第

弾2

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

減免
全額

補助
35円

物価高騰分

補助
27円
物価高騰分

上下水道の基本料金を全額減免新規

継続

継続

新規

小・中学校給食費の負担を軽減

省力化・生産性向上設備導入支援補助を実施

信用保証料を補助 新規 社会福祉施設などへ
一時支援金を給付

お米券を配布第2弾実施中

あま咲きコインプレミアムキャンペーンを実施継続

第

1弾
第

弾2

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

減免
全額

補助
35円

物価高騰分

補助
27円
物価高騰分

信用保証料を補助

上下水道の基本料金を全額減免（６月か 7 月検針分）

あま咲きコインプレミアムキャンペーンを実施

お米券を配布

中学校給食の
食材費高騰分を補助

社会福祉施設などへ
一時支援金を給付

省力化・生産性向上設備の
導入を補助

特定の対象に焦点を当てた支援

市民・事業者の皆さんへの幅広い支援

市民の皆さんへ

市民・事業者の皆さんへ

事業者の皆さんへ事業者の皆さんへ

事業者の皆さんへ

市民の皆さんへ

市民・事業者の皆さんへ

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾

アプリの場合

カードの場合

10%分のポイントを付与

5%分のポイントを付与

上限 8000ポイント

3%分のポイントを付与決済時に利用分の

第1弾

有効期限

930
チャージ
でお得！

ポイント 使って
お得！

おすすめ！

補助
半額

補助
全額

第2弾
上限 4000ポイント

上限１万 2000ポイント

国の対応による

【通常枠】 【拡充枠】【通常枠】



各
記
事
に
掲
載
し
て
い
る
ID
で
検
索
す
る
と
、
詳
細
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
検
索
は
こ
ち
ら
か
ら

市政 Information
■問
＝
問
い
合
わ
せ
先 

■申
＝
申
し
込
み 

■対
＝
対
象
者 

■¥
＝
費
用 

■先
＝
先
着
順
で
受
け
付
け
る
定
員 

■抽
＝
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
す
る
定
員 

■休
＝
休
館
・
休
園
日 

♥
＝
託
児
、
手
話
通
訳
な
ど
あ
り
。
料
金
表
示
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
（
有
料
広
告
を
除
く
）市報あまがさき 令和８（2026）年３月号 ８市報あまがさき 令和８（2026）年３月号９

令和８（2026）年度予算案
お知らせします

 区分 予算額 前年度比
一般会計 2472億1000万円   2.0%増
特別会計 1059億7400万円  2.4%増
企業会計 01115億0400万円 15.7%増

合計 4646億8800万円 5.0%増

令和８年度の財政規模や一般会計の歳入・歳出の内訳な
どについてお知らせします。この予算案は、現在開会中の
市議会定例会で審議されています。

なお、本文・グラフ・表中の金額は 100 万円未満を四捨
五入しており、合計が合わないものがあります。

ID 1042785　■問財政課☎︎ 6489ー 6157 ■FAX 6489 ー 6793

■ ■ 一般会計の歳入と歳出

有料広告欄
※こちらには有料広告を掲載しています

歳入では、個人市民税や固定資産税などの増加により、
市税が前年度から 35 億 6300 万円増加しました。

歳出では、児童養護施設等措置費や障害者（児）自立支援
事業費などの増加により、民生費が前年度から 60 億円増

加しました。
こうした中、「財政運営方針」で示した財政規律と財政運

営の目標・ルールを踏まえた予算を編成し、目標としてい
た実質的な収支均衡を達成することができました。

予算額の内訳

市民１人当たりの歳入・歳出額は54万4000円（令和８年１月１日時点の推計人口〈45万4582人〉で算出）

歳出
2472億1000万円

民生費
1299億8900万円

公債費
261億8700万円

教育費
228億2900万円

土木費
189億9200万円

衛生費
180億8800万円

総務費
172億2600万円

その他
138億9800万円

52.6％

10.6％

9.2％

7.7％

7.3％

7.0％
5.6％

歳入
2472億1000万円

市税
907億4500万円

国庫支出金
640億9800万円

県支出金
182億500万円

地方譲与税など
177億5600万円

地方交付税
163億5500万円

市債
139億1500万円

その他
261億3600万円

36.7％
6.6％

7.2％

7.4％

5.6％

10.6％

25.9％

有料広告欄
※こちらには有料広告を掲載しています

■ ■ 特別会計・企業会計の予算

■ ■ 基金（貯金）と市債（借金）の残高
基金のうち主要３基金※１については、財政運営方針に

掲げるルールに基づき不動産売払収入や収益事業収入など
を計画的に積み立て・活用しています。令和８年度の主な
活用先は学校や焼却施設といった公共施設の整備などです。

また、市債のうち目標管理対象分※２については、市債

の発行額が償還元金を下回っていることなどにより、前年
度から 36億円減少しました。
※１財政調整基金と減債基金、公共施設整備保全基金※２将
来負担から、臨時財政対策債や災害復旧債などの基本的に
発行することが前提となる市債残高を除いたもの

市債残高

0

100

200

300

400

500

R08R07R06R05R04

505
441

369

467
437

（年度）
（見込み）（見込み）

（億円）
主要３基金の残高
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876

0

724

858
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822

574

（年度）
（見込み）

（億円） 市債（目標管理対象外）
市債（目標管理対象分）

民生費

子ども・子育て支援 468億8500万円

生活保護 346億4500万円

障害者（児）支援 209億8300万円

高齢者支援 192億7300万円

教育費 学校園の施設整備 31億6200万円

土木費
雨水の処理など 46億3400万円

公園の整備など 33億1000万円

衛生費 ごみの収集・処理など 83億1800万円

総務費 情報システム基盤の管理など 9億4700万円

その他 電子地域通貨あま咲きコインの推進 42億1700万円

■■ 歳出の主な内訳

（見込み）

特別会計
国民健康保険事業費 438億1100万円
地方卸売市場事業費 ３億9100万円
育英事業費 2100万円
公共用地先行取得事業費 100万円
公害病認定患者救済事業費 3100万円
母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 2400万円
介護保険事業費 528億9800万円
後期高齢者医療事業費 87億9600万円

合計 1059億7400万円
企業会計

水道事業 142億3400万円
工業用水道事業 34億6500万円
下水道事業 230億7800万円
モーターボート競走事業 707億2600万円

合計 1115億0400万円


